
　

環境経営レポート

「 2022 年 度 版 」
　　　（対象期間2022年3月21日～2023年3月20日）

作成日：2023年7月1日

改定日：2023年10月2日

株式会社サンエム
環境管理事務局
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    （５）受託した産業廃棄物の収集運搬における運行の効率化（燃費）。

この環境経営方針は全従業員に周知徹底し、環境意識の向上に努めます。

    （４）施設周辺の環境美化。

［行動指針］

１、株式会社サンエムは、環境関連の法規制及びその他の要求事項を遵守します。

３、（１）温室効果ガスの削減。（電力・車両燃料・重油）

　  （２）廃棄物排出量の削減。

　  （３）水使用量の削減。

1、環境経営方針

［基本理念］

　株式会社サンエムの目指すものは、資源の有効活用をはじめとする地球環境の保護。サンエムは美
しい地球を、美しい自然をそのまま次世代に残したいと願っております。この願いを形にするためサ
ンエムは社会環境の保全に役立つ廃油のリサイクル事業を通じて、さらなる技術開発を進め、経済の
発展と自然の調和も追及して、美しい地球・地球環境を守っていきます。この実現のために次の通り
行動指針を定めて取り組み、環境経営を継続的に改善していきます。

２、株式会社サンエムは、産業廃棄物である廃油等の収集運搬、並びに中間処理・再生油生成及び再
生油販売業務において環境保全の重要性を認識し、全ての活動を通じて環境負荷の低減に努め、継続
して推進します。当社から排出する産業廃棄物は、処理委託先においてエマルジョン燃料及び固形燃
料化し、その再生利用を図り「ゼロエミッション」に努めます。特に以下の項目を環境マネジメント
重点テーマとして取り組みます。

　　制定日　2006年3月21日

改定日　2021年9月9日

代表取締役社長　谷口　竜太郎
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単位 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

KL 4,327 4,099 4,692 4,710 4,270

t 4,414 3,505 3,318 3,325 3,179

t 164 122 97 103 101

t 61 62 61 63 62

t 96 63 216 127 103

百万円 241 251 234 286 295

人 14 14 16 15 16

㎡ 3,058 3,058 3,058 3,058 3,058

台 16 17 24 22 24

基 4 4 4 4 4

基 3 2 2 2 2自動遠心分離機台数

製品総生産量

従業員数

本社工場敷地面積

車輛台数

原料及び製品タンク数

売上高

⑥事業規模

活動規模

⑤事業の概要

　産業廃棄物収集運搬・中間処理、再生重油製造販売、一般貨物自動車運送事業

　　産業廃棄物収集運搬業の優良企業認定取得（平成２３年１１月）

　　産業廃棄物中間処理業の優良企業認定取得（平成２３年１２月）

※事業年度（4月21日～翌年3月20日）

産業廃棄物
収集運搬及び
中間処理量

廃油

廃アルカリ

廃エレメント

汚泥

　兵庫県宍粟市山崎町田井６３１－１

③環境管理責任者及び担当者

　責任者　富田雅之　　（TEL　0790-62-1996）

　担当者　富田雅之

④設立・資本金・従業員数

　設立：平成９年４月１日

　資本金：１，０００万円

　従業員数：16名

2、組織の概要

①事業者名及び代表者名

　株式会社サンエム

　代表取締役社長　　谷口　竜太郎

②所在地
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有効年月日 自治体名

R6年8月9日 兵庫県

R10年9月16
日

兵庫県

R8年7月5日 大阪府

R6年7月1日 京都府

R6年5月17日 滋賀県

R6年5月9日 岡山県

R5年11月9日 鳥取県

R9年3月2日 鳥取県

R7年1月7日 和歌山県

R10年8月1日 奈良県

R6年1月29日 広島県

R7年6月4日 兵庫県

R8年4月14日 島根県

R7年12月24
日

滋賀県

H31年1月30日

H30年6月5日

R3年4月15日

R2年12月25日

廃油・汚泥・廃酸・廃ア
ルカリ・廃プラスチッ
ク・金属くず

廃油・廃酸・廃アルカリ

第03000049927

第02900049927

第03400049927

第02856049927

第03200049927

第02551049927

特別管理廃棄物収集運搬業

産業廃棄物収集運搬業

特別管理産業廃棄物収集運搬業

廃油・汚泥・廃アルカ
リ・廃プラスチック・金
属くず

廃油・汚泥・廃酸・廃ア
ルカリ・廃プラスチッ
ク・金属くず

廃油・汚泥・廃酸・廃ア
ルカリ・廃プラスチッ
ク・金属くず

廃油・廃酸・廃アルカリ

第02601049927

第02501049927

第03300049927

第03101049927

第03151049927

H28年11月10日

R4年3月3日

H30年1月8日

R3年8月2日

取得年月日

H29年8月10日

産業廃棄物収集運搬業

特別管理廃棄物収集運搬業

産業廃棄物収集運搬業

産業廃棄物収集運搬業

産業廃棄物収集運搬業

産業廃棄物収集運搬業

産業廃棄物収集運搬業

産業廃棄物収集運搬業

産業廃棄物収集運搬業

事業の範囲

廃油・汚泥・廃アルカ
リ・廃プラスチック・金
属くず

廃油・汚泥・廃酸・廃ア
ルカリ・廃プラスチッ
ク・金属くず

廃油・汚泥・廃アルカ
リ・廃プラスチック・金
属くず

廃油・汚泥・廃アルカ
リ・廃プラスチック・金
属くず

廃油・汚泥・廃アルカ
リ・廃プラスチック・金
属くず

廃油・汚泥・廃酸・廃ア
ルカリ・廃プラスチッ
ク・金属くず

廃油・汚泥・廃アルカ
リ・廃プラスチック・金
属くず

廃油・廃酸・廃アルカリ

許可番号

第02826049927

第02816049927

第02700049927

事業計画の概要

産業廃棄物中間処理業

⑦許可の内容

産業廃棄物収集運搬業

R3年9月17日

R1年7月6日

H29年7月2日

H29年5月18日

H29年5月10日
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年式 年式

R5年 H28年

H23年 H19年

H23年 H19年

R3年 H29年

R3年 H30年

H18年 H18年

H24年 H15年

H23年 R3年

H20年 R4年

H29年 H22年

R5年 R2年

H20年

H22年

3、認証・登録の対象範囲

組織名：　　　株式会社サンエム

対象事業所：　本社・工場

事業活動：　　産業廃棄物収集運搬業・中間処理業、再生重油販売業、一般貨物自動車運送事業

ボイラー
良質油

（99％）

再生重油

石灰製造工場

スラッジ
（1％）

固形燃料化

製紙工場

沈殿分離

⑩処理工程図（廃油）

受入れ
（100％）

受入槽 原油タンク 熱交換器 遠心分離

沈殿分離施設

廃棄物の種類

廃油

廃アルカリ

汚泥

処理能力

56㎥/日

50㎥/日

⑨中間処理施設

処理施設の種類

油水分離施設

処理方法

油水分離

13tウイング

乗用バン

有効期限の満了する日

令和6年8月1日

令和6年4月17日

令和6年6月17日

令和6年8月31日

令和6年8月31日

令和6年9月24日

令和5年10月6日

令和5年10月24日

令和6年9月29日

令和6年3月18日

3tゲート

3tゲート

3tダンパー

11tダンパー

7tウイング

令和6年2月26日

令和6年4月18日

令和7年5月17日

令和6年4月22日

令和6年5月24日

令和6年5月26日

令和6年2月17日

令和6年1月29日

令和6年2月11日

令和6年2月27日

16tローリー

6tブロワー

3tブロワー

5tローリー

4tローリー

4tウイング

3tゲート

7tローリー

6tローリー

13tローリー

車種

16tローリー

4tウイング

4tウイング

有効期限の満了する日

令和6年1月24日

令和6年2月26日

令和6年4月24日

車種

13tウイング

16tローリー

12tローリー

⑧使用車両

営業車 令和5年12月23日
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環境経営システム組織の役割・責任・権限

製造

業務

事務

4、実施体制

代　表　者

環境管理責任者

環境経営に関する総括責任

環境経営システムの実施及び管理に必要な人、設備、費用、時間を用意

環境管理責任者の任命

環境経営方針の策定・見直し及び全従業員への周知

環境経営目標の設定を承認

　ＣＯ２削減に向け、軽油使用量削減を意識した効率運行に努める

環境経営活動実施計画書の承認

環境経営レポートの承認

全体の評価と見直しの実施

環境経営システムの構築・実施・管理

法規制等の要求事項登録簿の承認

環境経営活動実施計画書の確認

　ＣＯ２削減に向け、電力使用量削減に努める。使用水量の適正化を図る

環境教育の実施及び記録

環境上の緊急事態の想定と対応策の策定（緊急事態対応手順書の制定）

環境上の緊急事態への対応訓練の計画と実施

環境経営活動実施取組み結果を代表者へ報告

環境委員会の事務局

総務

総務部

代表者

　電力・水・紙等の使用量削減を図る。環境関連資料・データを全員に配布する

環境方針を理解し、環境への取組みの重要性を自覚する

決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

環境への負荷の自己チェック及び環境への取組みの自己チェックの実施

「環境関連法規等チェックリスト」の作成

環境経営目標・環境経営活動実施計画書原案の作成

環境経営活動実施計画の実績集計

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境経営活動実施計画の見直し

収集運搬業務

営業部・業務部

営業部責任者 環境管理責任者 環境事務局

業務責任者

処理業務・販売業務

業務部

部　　　　　　門

環境管理事務局

全　従　業　員

環境委員会を構築・委員長任命

環境経営目標達成度の相互チェック

環境経営目標達成のための具体的提言

経営の課題とチャンスの整理・明確化
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5、環境目標及び実績

➀中長期計画

2022～2024年度

作成日：　2023年7月1日　

基準年度

（2019年度）

単位　㎏-CO2/
年 411,023

対基準

単位　kWh/年 35,379

対基準

単位　L/年 100,538

対基準

単位　L/年 5,712

対基準

単位　L/年 43,486.0

対基準

単位　㎏/年 463.9

対基準

単位　㎏/年 1,300

対基準

単位　㎥/年 535.1

対基準

単位　回/年
（1回/週） 50

実績不明
2022年度基準年

とする

消費電力二酸化炭素排出係数は　(株)ENEOS令和3年提出の　0.000472t-CO2/kWh

環境目標項目
年 度 目 標 

2022年度目標 2023年度目標 2024年度目標

温室効果ガス（ＣＯ２）
の削減

398,692 394,582 390,472

△3％ △4％ △5％

電力使用量の削減
34,318 33,964 33,610

△3％ △4％ △5％

軽油使用量の削減
97,522 96,516 95,511

△3％ △4％ △5％

ガソリン使用量の削減
5,541 5,484 5,426

△3％ △4％ △5％

重油使用量の削減
42,181 41,747 41,312

△3％ △4％ △5％

ＬＰＧ使用量の削減 使用しているがごく少量の為実績計上しない

一般廃棄物の削減
450.0 445.3 440.7

△3％ △4％ △5％

産業廃棄物の削減
1,261 1,248 1,235

△3％ △4％ △5％

受託した産業廃棄物収集
運搬に対する環境配慮

（燃費）
単位　L/t

実績把握 38.09 37.70

38.47 △1％ △2％

省　資　源
（水資源）

519.0 513.7 508.3

△3％ △1％ △5％

施設周辺の美化 前年度維持 前年度維持 前年度維持
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②実績

2022年度

作成日：　2023年7月1日　

2019年度
（4月～翌年3

月）

基準値 達成度 評価

単位　㎏-CO2/
年 411,023

対基準

単位　kWh/年 35,379

対基準

単位　L/年 100,538

対基準

単位　L/年 5,712

対基準

単位　L/年 43,486.0

対基準

単位　㎏/年 463.9

対基準

単位　㎏/年 1,300

対基準

単位　㎥/年 535.1

対基準

単位　回/年（1
回/週） 50 前年度維持 ○

実績不明

（2022年度実績）

※消費電力二酸化炭素排出係数は　(株)ENEOS令和3年提出の　0.000472t-CO2/kWh

環境目標項目
年 度 目 標 

目標 実績

温室効果ガス（ＣＯ２）
の削減

398,692 442,097

△3％

電力使用量の削減
34,318 34,675

△3％

軽油使用量の削減
97,522 121,248

△3％

ＬＰＧ使用量の削減

一般廃棄物の削減
450.0 518.6

△3％

ガソリン使用量の削減
5,541 3,708

△3％

重油使用量の削減
42,181 36,934

△3％

単位　L/ｔ
実績把握 38.47

産業廃棄物の削減
1,261 1,500

△3％

省　資　源
（水資源）

519.0 406.0

△3％

※化学物質の使用はありません。

使用しているがごく少量の為実績計上しない

×

×

×

○

○

×

×

○

○

90.2%

99.0%

80.4%

149.4%

114.2%

86.8%

84.1%

127.8%

-

施設周辺の
美化 前年度維持 50.0

受託した産業廃棄物収集
運搬に対する環境配慮

（燃費）
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6、環境活動計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容

〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況

-

×

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

×

○

○

○

取り組み計画 評価結果と次年度の取組内容

二酸化炭素排出量総量の削減 目標未達成

・電力、ガソリン、軽油、重油の使用量の削減に準ずる 　

電力による二酸化炭素排出量の削減 目標未達成

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） 事務所や工場では不要時の消灯を継続ができなかった。。休
日出勤、運行時間の増加により事務所での電力使用量が増
加したと思われます。左記項目は、今後も引き続き推進してい
きたい。

・再生重油製造工程の待機時間短縮

・昼休みの消灯

・不要照明の消灯

・ＯＡ機器の省エネモード設定

・設備の空運転時の電源停止

ガソリン使用量の削減 目標達成

・アイドリングストップ 外出、対人以外の営業活動も織り交ぜ実施できたので効果は
ありましたが、さらに検討して推進して行きたいと思います。現
在は1台低燃費車を中心に稼働しています。もう一台の低燃費
車の入替を検討中です。

・急加速の抑制

・冷房の控えめ使用

軽油使用量の削減 目標未達成

・アイドリングストップ 夏季は猛暑、冬季は積雪地帯の立地のためアイドリングストッ
プを実行出来なかった。より効率的な回収ルートをさらに検討
して推進して行きたいと思います。・急加速の抑制

・冷房の控えめ使用

重油使用量の削減 目標達成

・再生重油製造工程の時間圧縮 効率的なボイラーの使用を実行できた。熱交換器の清掃など
で加温効率を向上していきたい。

・季節による加温温度の調整

一般廃棄物排出量の削減 目標未達成

・プリント前のプレビュー確認、裏紙の使用 FAXのデジタル化、印刷前のチェック強化でミスプリントが減少
し、裏紙の利用は浸透した。社内５Ｓの推進を加速させ、今後
も定着させたい。・分別によるリサイクルの推進

・事務用品の節約

産業廃棄物排出量の削減 目標達成

・分別の徹底による有価物化 有価引取りはハードルが高く、困難。分別の徹底による有価物
化について、従業員のノウハウを集めて共有化した。引き続き
分別の徹底を推進しいく。・有価物受入先の開拓

水使用量の削減 目標達成

・洗車時間の改善 「効率的な洗車等」に取り組んだ結果、目標を達成できました。
継続して推進していきます。

・手洗い水量の適正化

受託した産業廃棄物の収集運搬に対する環境
配慮（燃費）

目標達成

運行ルートの効率化 廃油回収業務以外が増加した
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7、環境関連法規への違反、訴訟の有無

（１）適用となる主な環境関連法規

No 適用となる主な環境関連法規順守すべき要求事項 順守評価結果

1 廃棄物の適正な廃棄処理 ○

2 定めらた適正な水質で排水 ○

3 防災への措置及び防災設備の維持管理 ○

4 業務用エアコンの簡易点検の実施及び記録・保存 ○

5 定められた適正な水質で排水 ○

6 特定家電用機器の適切な廃棄処理 ○

7 使用済み自動車の適切な廃棄処理 ○

8 対象地区での規制に適合した自動車の使用 ○

9 騒音規制法＝処理時にはシャッターを常時時閉めている ○

10 悪臭防止法＝脱臭装置を処理時に稼働している 〇

（２）違反訴訟等

　過去3年間、関係機関等から違反について特に指摘はない。また、訴訟等もなかった。

8、代表者による全体の取り組み状況の評価と見直し・指示の結果

2022年度（対象期間2022年4月～2023年3月）

　　　2023　年　7　月 1　日 実施者

廃棄物処理法

水質汚濁防止法

消防法

フロン排出抑制法

[実施体制]

・温室効果ガス排出量削減の為に、事務所内・営業時のクールビズ・ウォームビズに取り組み電力使用削減に努め、回収・納品の運行計画を立て
効率的な軽油・ガソリンの削減を行う。

・水資源・重油・ＬＰＧガス使用量及び受託した産業廃棄物収運・処分環境配慮の取り組みはそのまま行う。

・５Ｓの推進による見える化を継続する。

下水道法

家電リサイクル法

自動車リサイクル法

自動車ＮOｘ・ＰＭ法

騒音規制法

悪臭防止法

変更の必要性の有無・指示事項

［環境経営方針］

変更の必要性：　　　　無

・運送業については車両の動態管理システムの活用を推進していく。

・2022年度の取り組みは引き続き基準年度を前年度とし、前年度比削減率3％で取り組む。目標数値は年平均でなく月毎で目標数値にして評価する

　（適正性、妥当性、有効性の確認）

代表取締役社長　谷口竜太郎

［環境経営目標・環境経営計画］

変更の必要性：　　　　無

変更の必要性：　　　　無
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